
点数 各項⽬20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員Ａ 12 14 15 14 16 71 最初読んでいた時はどういう意味だって思っていたけど、これを語っている⼈
が呪いをかけていたという事実に驚きました。古畑で⾔うところの犯⼈視点で
物語がスタートしているってことですね。庭に何かを仕掛けたんでしょうね。
彼はなんだかよく分からないけど、気にしていた。絶対、呪いの影響じゃん。

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員B 12 13 13 14 12 64 じつは⾃分が呪っていた系のはなしですね。展開は悪くないんですが絶妙に怖
くないですね。短編だと呪うまでのストーリーとか⼈の闇みたいな部分が描け
ないので難しいですね。

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員C 14 16 15 14 16 75 案外⾝近に⼼配をしている⾵が上⼿な⽅て居ますよね。所謂フレネミーのよう
な⼈、統計は決して取れませんが不審〇の数パーセントは呪いの仕業かも知れ
ません。短編に相応しい切れ味とまるで壊れてゆく⼈を楽しむ観察⽇記の様な
罪悪感の⽋如が良かったです。幽霊は出ないが悪意を悪意とも判別がつかない
ヒトコワ。展開がもう⼀つあったら新しさやユーモアポイントをもっと加点し
ました。

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員D 19 17 16 17 19 88 最期まで読み終わって「お前か！」と思わず突っ込んでしまいました。意図し
てなのか「友⼈」という⾔葉は使わず、あえてずっと「彼」と三⼈称で呼んで
いたことの意味が最後に理解できた気がします。衰弱していく「彼」を観察
し、⼼配しているのは彼のことではなく⾃分の呪いが成就するか否か。この主
⼈公が⼀番恐ろしい。最終的に⼀番恐ろしいのは⼈間ですね。

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員E 20 20 20 18 20 98 まさか「私」がかけた呪いだったとは！前半は彼に寄り添って本気で⼼配をし
ていると思いました。そこから最後の３⾏のどんでん返しで度肝を抜かれまし
た。話がよくまとまっていて、しかも無駄な部分が全く感じられず。このよう
な話をショートで書けるのは素晴らしいと思いました。

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員F 15 14 15 12 17 73 ⾮常に良く出来た作品です。書き出しもいいし、ショートなのに、お話にどん
どん引き込まれていく感じで、最後に真相がわかったところでそうだったの
か！という驚きと怖さが⼀気にくる感じで本当に⾯⽩いです。途中の、私は少
し不安になり…で彼の⾝を案じているのかと思いきや、彼が亡くなったと聞き
安⼼しました、で、ん？となって、「焼け死ね」という呪いをかけていた、と
わかった時はゾクゾクしました。⾼評価です。

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員G 18 15 15 10 15 73 オチが怖いっっ！まさかの急ハンドルで「え？」となってしまった私です。読
み進めながら⾊々と考えてたのですが、まさかそんな感じで着々するとは！！
良い意味で予想を裏切られて⾯⽩かったです。とは⾔え“呪いの成就”という笑
えない結末…。そして庭には何があると思っていたのか⁈そしてその呪いとは
どんな物なのか…⾊々と想像すると怖いを、通り越し“恐ろしい”ですね。⽂章
構成も読みやすく、淡々とした⽂章の中に冷めた怖さを感じさせるそんな怪談
でもありました。

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員H 18 18 5 15 15 71 250⽂字ぴったりにおさまっているとは思えない密度。これは良い呪い怪談で
すね。私が不安に感じていたのは相談してきた彼を⼼配するのでは無く、「本
当に死ぬのか？」という事なのかも。と考察が膨らみ、ミステリー⼩説や⼈怖
怪談が好きな⽅にめちゃくちゃ刺さると思いました。めちゃくちゃ好きな怪談
です。

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員I 15 13 13 10 13 64 いやぁ。。。読み終わってしばし無⾔になりました。怪談でありつつ⼈怖でもあ
る物語ですね。ラストで読み⼿をギョッとさせる展開が秀逸です。怖さはもう
⼗分。彼の⾝を案じて様⼦を⾒に来たのかと思いきや、まさかの「呪い」が成
就しそうかの確認のためだったとは！いや、まさに「⼥は怖い」。鋭さについて
も、彼が⼼配で訪れたにも関わらず、終始冷めた視点で語っていく描写、彼の
死を確認して安堵する場⾯、呪いが成功してほくそ笑むくだり、での⾼評価と
なりました。新しさについても、てっきり彼⼥も⼀緒に怪異に⾒舞われるのか
と思っていたので意表を突かれ、こちらも⾼評価にしました。⼀転、ユーモア
さについては微妙なラインです。なんせ最も近しい相⼿を呪い殺すんでから。
ただ、愛憎は表裏⼀体、⼀旦憎しみに変わると殺意にベクトルが向き得るとい
う、ある種教訓めいた事象を事も無げにやってのける彼⼥はある意味笑えま
す。凄すぎて。なので中間点にしています。意外さも、繰り返しになりますが
彼の家が事故物件で怪異に巻き込まれるので無く、主⼈公が怪異を引き起こし
た張本⼈だった点での⾼評価となりました。

514 庭に何かある hama 3 ⼀般審査員J 18 19 18 12 19 86 怖さ：彼が庭になにかあると感じながら⾃分が⾏っている⾏動に意識が向いて
いないことに怖さがあり、主⼈公が呪いをかけていたことにも怖さを感じた。
彼が主⼈公を信⽤しているようにも感じたので、なおさら、主⼈公の怖さを感
じた。
鋭さ：彼の場景が読者に想像しやすくなっていたことと主⼈公の呪いに関する
記述がよかった。
新しさ：主⼈公が呪っていたことを最終盤で分からせる記述がとても良かっ
た。
ユーモアさ：主⼈公の彼に対する振る舞いが怖さのあるユーモアさを感じさせ
た。
意外さ：彼に対して、なぜ主⼈公が呪うことになったのか陽所に気になった。

合計 161 159 145 136 162 763

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

527 怪⽕イカ ⼀般審査員Ａ 12 11 20 20 20 83 怪⽕でイカを炙って⾷べる！？その⾏動⾃体がとても正気とは思えないんです
けど。いや、⼈魂だったのかって申し訳そうな表情をしますけど、そういう問
題ではない気がする。イカを炙るならば家のガスコンロとかであぶりましょ
う。怪⽕でイカを炙るというトリッキーな⾏動をしていたため、新しさ、ユー
モア、意外さの得点を満点にしました。別の意味で怖いです。

527 怪⽕イカ ⼀般審査員B 13 10 12 11 12 58 3年後に病気になったのを関係付けるのはちょっと強引な気もします。さらに林
の中で⾒た⽕が実は⼈の魂だったんじゃないかっていうのも、キツイですね。

527 怪⽕イカ ⼀般審査員C 15 16 17 17 16 81 ユーモア＆新しさたっぷりの短編怪談。何処か憎めない⽗のキャラクターも相
まってクスッと笑えました。これで少しは怪⽕に興味がもてた⼈も居るので
は？⼈の⾷への飽くなき探究⼼に拍⼿。まぁデメリットがない事が⼤前提です
がね 。是⾮とも妖怪⾷べてみたシリーズとして今後も投稿を続けて欲しいで
す。

527 怪⽕イカ ⼀般審査員D 12 15 17 16 16 76 怪⽕は触っても熱くないもの、と思い込んでいましたが実際に触ったら熱いと
いう新しい視点での話だと思いました。⼈魂というより、狐狸の類に化かされ
ていたという⽅が⾃然な気がしましたが、何故お⽗さんは⼈魂だと思ったので
しょうか。そこが気になります。怖くはありませんでしたが、怪⽕の新しい解
釈を⾒られて⾯⽩かったです。

527 怪⽕イカ ⼀般審査員E 15 15 20 20 15 85 ⼈魂で炙ったイカ。すごく⾯⽩かったです。新しさとユーモアさを⾼く付けま
した。禁断の味とでも⾔いましょうか？よほど美味しかったのでしょうね笑。
その後の⼿術は⾟いけど、果たして祖⽗は⽌められるのでしょうか？先も気に
なるお話でした。

527 怪⽕イカ ⼀般審査員F 9 9 11 11 10 50 怪⽕…。⼈魂というよりも、狐⽕とか、そういった類いのものなのかな、と思
いました。…というか、そもそもなぜ、そんな怪⽕でイカを炙ろうと思ったの
か、お⽗さんのその発想が凄い、と思いました。そういう点ではユーモアも感
じますし、新しさ、意外さも感じます。怪⽕で炙ったイカを⾷べ続けたお⽗さ
んは、後に胃に⼤きな⽑の塊が⾒つかり開腹⼿術を受ける事になってしまった
訳ですが、やはり怪⽕には近寄るな、といったところでしょうか。それでも残
念そうだったのは、余程イカが美味しかったんだろうな、と。

527 怪⽕イカ ⼀般審査員G 18 15 15 10 13 71 怖いと⾔うよりは気持ちの悪い怪談という感触。まず、怪⽕でイカを炙るとい
う⾏為がまずトリッキー過ぎて…理解が追いつきませんでした汗短編なので
淡々とした⽂章も分かりやすく、内容が不思議過ぎるのに、しっかりと内容が
伝わってくるお話しだったと思います。⼜短い⽂章の中にも⾊々な時系列の話
が盛り込まれているのですが、それも違和感なく読む事ができました。お⽗さ
んは何かに魅⼊られていたのか…最後の末⽂にお⽗さんの未練を感じさせる所
があったのですが、それもそれでなんだか怖いなぁと感じてしまいました。

527 怪⽕イカ ⼀般審査員H 15 10 15 18 15 73 炙ったんですね。お⽗さん…怪談ダジャレというあまりにも新鮮な導⼊に、引
き込まれました。⼈魂で炙ったせいで胃に⽑が溜まったのかと思うと気持ち悪
いですね。発想がすごく良い作品だと思います。3年かけてじわじわ溜まったの
かな？⼈の念が染みついた髪の⽑なのかな？と考察がめちゃくちゃ楽しい。適
度な気持ち悪さと謎のチャーミングさを感じる素敵な怪談だと思います。

527 怪⽕イカ ⼀般審査員I 8 7 10 12 10 47 なかなかにトリッキーな作品ですね。タイトルも「え？怪⽕イカとは？」とな
り掴みは悪くないと思います。ただ、怖さはほぼ感じません。怪⽕そのものの
描写が無い為にラストの「実は⼈魂だったのか？」というオチが唐突に感じる
為です。⽗親がゆっくりと徐々に蝕まれてゆく描写にしてみるなど、どうで
しょう？鋭さも、あまり無いと感じました。わざわざ怪⽕でイカを炙りに⾏く
酔狂な⽗親と呆れつつ⾒送る娘という描写など、可笑しさの⽅が⽬⽴ちます。
なので、この様な評価となりました。新しさは、ちょっと評価迷いました。⽗
親に訪れた怪異が怪⽕でイカ炙って⾷べてたら、胃から⽑の塊が出てきたとい
う展開は驚きなのですが、明らかに怪しげな雑⽊林に出る怪⽕に近づいて、そ
りゃ無事な訳ないわなと感じたのと、最終的に⼈魂を出してきた点が個⼈的に
マイナスになっていると感じたので中間点としました。ユーモアさ、こちらは
「⾷い意地はって痛い⽬にあったお⽗さん」が気の毒だけど⾯⽩かったので⾼
評価になりました。意外さ、これも評価迷いましたね〜。⽗親の胃からまさか
の⽑の塊出現！？という部分では意外性あるんですが、怪⽕=⼈魂(？)この部分
で相殺されてしまっていると感じ中間点をつけました。

527 怪⽕イカ ⼀般審査員J 13 14 15 19 13 74 怖さ：怪⽕でイカを炙って⾷うという豪胆さに対して、病気になってしまった
原因は、⼈魂だった可能性がある？というところがギャップが聞いていて良
かった。
鋭さ：怪⽕と病気の話のギャップが⾮常に良かった。
新しさ：豪胆な⽗の話と病気の原因の話が⾯⽩い。
ユーモアさ：炙ったイカを⾷べる⽗と病気の話が⾮常に良かった。
意外さ：病気が⼈魂というところが良かった。イカの⾷べ過ぎが原因ではない
かと思っていた。

合計 130 122 152 154 140 698

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員Ａ 12 14 14 16 14 70 なるほど⾯⽩い発想だ。お坊さんの幽霊に出くわしたらお経は効かないですよ
ね。まぁ、おが読める⼈が⾝近な⼈がいれば読めるかもしれないけど、普通の
⼈は分からないですからね。葬式とかで聞くお経を空で覚えるのは難しいです
よ。

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員B 12 12 13 15 12 64 確かに不思議なんですが、お経を読みながら出てくる、お坊さんの霊がいると
したら、いったい誰のために読んでいるんですかね。⼈々を救いたいと思う気
持ちで幽霊になってでてきたという事なんですかね。

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員C 15 16 15 16 16 78 コチラに語りかけるような⽂も今遭遇している現場のようで臨場感を感じまし
た。そして霊の時点で卑怯だと思いますけどお坊さんときましたか！これはま
た厄介な展開ですね。その後どう対処したのかも想像の余地が広がりそうで尚
且つユーモアもありますね  オチへのスピーディーな切り返しも鋭さがありまし
た。

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員D 12 18 15 16 12 73 そういう考え⽅も確かにあるかも、とちょっと笑ってしまいました。最後のオ
チにもっていくための前段のキレが良く、とても⾯⽩かったです。

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員E 10 20 20 20 15 85 話の導⼊から引き込まれました。確かに私の祖⺟は、近くのお寺でお経を学ん
だと聞いた事があります。両親世代になると読める⼈は少ないかも？と感⼼し
て読みました。怖さとユーモアさが合いまった終わり⽅も素晴らしかったで
す。

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員F 8 12 10 14 11 55 なるほど、と思わせる部分もあり、最後のオチというか、⽬の前に現れた霊が
お坊さんの霊だった、というところで思わず笑えるお話でした。これまでの講
釈は何だったんだ、と(笑)。確かに、怪談でお経が聞こえてくるお話って結構
ありますが、そんな⾵に考えた事はなかったなぁ。恐怖から幻聴でお経が聞こ
えたりという事はあるかもしれませんね。私もお経は読めません。お坊さんの
霊には時代も何も関係ありませんね。

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員G 12 12 12 10 12 58 なかなか切り⼝が⾯⽩いお話しだったとは思いますが、怖さや全体的な印象と
しては低めの評価としました。内容は興味深く、もの凄く深い話しなのです
が、⼤事な部分の表現や描写をもう少し⼯夫して丁寧にして頂くと、話しに深
みが出て考察しがいのある重厚なお話になったのかなぁ…なんて思いました。
お経は本当に私も全く分からないので、このお話しももっと深めて、考えてみ
たいなぁとも思いましたし、⾊々な⾓度から考察も出来そうですね。

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員H 10 10 15 18 18 71 おもしろい！坊さんの霊にお経が効果あるのでしょうか！？。お経に詳しい職
業が相⼿なだけに難解な展開が容易に想像できました。このオチはずるい。お
もしろい。終盤までうんちく垂れるような、⾼圧的な⾔い⽅を想像していたの
で、めっちゃピンチじゃん！と笑ってしまいました。ちょっとバトル漫画にし
ても良さそうな設定ですね。良きです。

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員I 8 8 10 12 13 51 着眼点は悪くないと思います。起承転結もしっかりしています。ただ、先ず読
み物として読みづらいです。主⼈公の⾔わんとする所が分かりにくい。お経に
ついての説明をもう少し分かり易くして欲しかったです。怖さはあまり感じま
せんでした。オチに「出てきた霊が坊さんだった。」を持ってきた為に落語調
になってしまっていると感じたからです。前段階でもう少し怪異に到るおどろ
おどろしさが欲しかったです。鋭さも弱いです。主⼈公のお経で怪異の真贋を
測る説明に尺を取っている為かと。そこは少し短くして、何故主⼈公がお経の
出てくる怪談で「その話や相⼿はいつの時代なのか。」確認するようになった
経緯に切り込んでみても良かった気がします。新しさは、お経にフォーカスし
ている点は評価出来るのです。が、結末がちょっとありきたりかな？と思い中
間点となります。ユーモアさは、折⾓主⼈公がお経で怪談の真贋を確かめる⽅
法を思いついたのに、いざ怪異に対⾯したら「意味無かったじゃん！。」とな
る点です。なので点数⾼めです。意外さ、これはやはり物語の核にお経を持っ
てきた点です。ですので⾼評価にしました。

510 お経 落合ちゃん ⼀般審査員J 12 12 15 18 15 72 怖さ：お経が出てくる怪談に対するアプローチは初めて聞きました。
とても腑に落ちる部分があったところに僧侶の霊が出てくるところの対応困難
さに怖さを感じた。
鋭さ：お経の話から最後の僧侶の例となるところは、⾯⽩い。
新しさ：お経と⼼霊現象のセットとなる考察がとても新しい。
ユーモアさ：主⼈公のお経と霊に関する⾒解から僧侶の霊が出れ来るところが
⾯⽩い。
意外さ：僧侶の霊がどうして出てきたのか、どうなったのかが⾮常に気にな
る。

合計 111 134 139 155 138 677

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員Ａ 10 11 12 11 13 57 上司や先輩が「おい、気をつけろよ」って声をかけていたは、倉庫の仕事は⾁
体労働だから気をつけろって意味だと思ったら、何か得体のしれないものがい
るから「気をつけろ」って意味ですか。その店では共存が当たり前になってい
るんですかね。

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員B 14 12 13 12 14 65 何が中にあるのか気になりますね。ガムテープで閉じてるという事は霊的なも
のというよりは物質的な呪物か何かか、そのロッカーそのものが悪いものです
ね。捨てれないほど⼒があるものなんでしょう。

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員C 16 14 14 14 14 72 そうです！世の中には知らぬが仏という⾔葉が古くからありますね。だが開け
るなと⾔われたら開けたくなるのが⼈の性、是⾮とも開けて⻑編の⽅へ続きを
載せていただきたいです 短編作品ならではのストーリーの序章にグッと惹かれ
ました。怖さと鋭さ両⽅を評価⾼めと致しました。ロッカーの封じ⽅やソコに
漂う禍々しさが更に書かれていたら新しさユーモアさを⾼めにしていました。

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員D 14 17 18 17 18 84 はっきりと「何か」が⾒えてしまったわけではないのに、じわじわくる君の悪
さが感じられてとてもいいと思いました。先輩たちも何に気を付けるのかを⾔
わないということは、「何か」の正体を知っているということでは？そうなる
と、ここで仕事を続けていればいずれその「何か」の正体を知ってしまうこと
になるのでは…と先々の展開を考えるととても気味の悪いいい話だと思いまし
た。キレ味が良くてショート怪談にちょうどいいと感じました。

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員E 18 15 15 15 15 78 「ガムテープでぐるぐる巻きにされたロッカー」とても気になります。勝⼿に
開いたり？中から何かが出てきたりの怪異の末にぐるぐる巻きにして？と想像
が膨らみます。ロッカーを開けた話を⻑編で書いて貰いたいです。

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員F 10 9 9 11 10 49 世の中には知らない⽅がいいこともある、とはよく聞く⾔葉だし、実際、そう
なんだろう、とも思ってはいるけれど、やはり気にはなる。ガムテープでぐる
ぐる巻きにされたロッカーにはどんな⽈くがあるのでしょうか。視線を感じる
ということは、何かしらが封じ込められている？所謂呪物みたいなものでしょ
うか。⾊々考えてしまいます。上司や先輩は何を知っているのでしょうか…。

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員G 18 15 13 10 13 69 リサイクルショップ…もうこれだけで何かありそうだなぁと思いながら読み進
めました。個⼈的に好きなジャンルの店なので、私もよく⾜を運ぶのですが、
本当に多種多様⾊々な物がありますものね…その中に店には出せない様な、⽈
くのある物があったとしても不思議では無いですから、保管場所での怪異はあ
りえるでしょうね…でもそれがタイトル通りの“暗黙の了解”だったら本当に怖
い！理由が分からないのもまた怖い！でも理由を知ればまた違った怖さもある
だろうからなぁ。⾊々と考えてゾッとなる怪談でしたので、怖さの点を⾼評価
にしました。

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員H 15 15 10 5 10 55 テンポの良い怪談に仕上がっていると思います。リサイクルショップで買い
取ってしまった商品なのか、そのリサイクルショップに巣⾷う何かなのか。考
察が楽しめる内容なので、未解決のままでも、良い読了感の怪談になっている
と思います。リサイクルショップといえば過去に凄惨な事件もあったので、い
ろいろ考察が捗りますね。

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員I 13 12 14 12 10 61 先ず⽂章の構成が上⼿いなと思います。コンパクトにまとまっていながら、
しっかり怪談として成⽴しています。怖さも、独り作業している時にふと感じ
る視線、そこからぐるぐる巻きにされたロッカーが出てくる場⾯など存分に表
現されていると思い、⾼評価となりました。鋭さも、余分な描写を省いてジリ
ジリと主⼈公に迫る表現の中に感じられました。新しさですが、怪異の元が謎
のロッカーという点での評価です。ユーモアについても同様に、「え？ガムテ
でぐるぐる巻きのロッカー？どゆこと！？」と思ったのと、主⼈公が先輩に
ロッカーの件を尋ねた時のつれない対応に可笑しみを感じての評価になりま
す。意外さについては、やや弱いですね。場所がリサイクルショップという時
点で、あ、何か怪しい物が出てくるのね、と予測がつくからです。とは⾔え怪
異の原因がロッカーでかつ具体的に何が起こるのか⼀切明かされない点では意
外さもあるので中間点となりました。

492 暗黙の秘密 平中なごん ⼀般審査員J 17 18 15 15 13 78 怖さ：倉庫での⼼霊体験かと期待させつつ、ガムテープでぐるぐる巻きにされ
たロッカーに何がいるのか⾮常に気になった。さらに先輩たちの知らない⽅が
良いこともあるという⾔葉にも怖さを感じた。
鋭さ：⼼霊なのかヒトコワなのかが最後まで気になる話だった。
新しさ：先輩たちの優しさが複数の意味で捉えられる話だった。
ユーモアさ：倉庫での先輩⽅のやり取りと怖さのギャップが良かった。
意外さ：ガムテープでぐるぐる巻きにされたロッカーに関して知らない⽅がよ
いことと⽚付いてしまったこと

合計 145 138 133 122 130 668

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員Ａ 12 11 13 12 12 60 昼間とは⾔え廃墟に⾏くのはあんまりいい気はしないけど、⼈はどうしても⾏
くんですね。なんで仏像が階段下の部屋に置かれていたんだろうか。ちょっと
よく分からないですね。院⻑の死因と仏像は関係ないと思うけど、体験者は関
係あると思っているんだろうな。

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員B 11 12 14 12 13 62 お地蔵さんに顔写真を貼ったのが先なのか後からなのかが気になりますが先な
ら呪いの類で後なら医院⻑の霊をずっとその場所にとどめておきたかったのか
なとおもいました。

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員C 14 14 13 13 14 68 ただでさえ不気味な廃墟、そこで思いもよらないモノに遭遇したとなると恐怖
もまた倍増ですね。神仏の扱いも個⼈の執着や、思い込みや念、オリジナルが
過ぎると⼀変して呪物に早変わりですね   恨まれたいたのか、はたまた異常に
崇拝されていただけなのか？真相の⽅はあやふやですが、惨たらしい最期を遂
げた院⻑さんはとても無念といった感想です。廃墟内の描写がより深く書かれ
ていたらもっと世界観に⼊り込む事が出来たと思います。急展開なオチもやや
無理⽮理感が拭えなかったです。

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員D 16 12 16 14 17 75 話のキレは正直良くないと感じました。状況を想像してやっと不気味、気持ち
悪い、という状態になりました。肌が何⾊に塗りつぶされていたのかも気にな
ります。涎掛けの⾚と⾸を切られたことの⾚をかけたのでしょうか。それなの
に最終的に焼かれたにも関わらず、お地蔵様もその部屋も綺麗なままだったの
は呪いのようなものが中途半端だったのでしょうか。何か呪術的なものを連想
させようとしているのだと思いますが、なんとも⾔えない中途半端さがあり消
化不良でした。

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員E 20 20 20 15 15 90 顔⾯に満⾯の笑みの顔写真が貼られたお地蔵様だけでも不気味なのに、⾸を
ぱっくり切られた院⻑とお地蔵様の涎掛けが繋がって想像してしまって、廃墟
に来た⼈のいたずらなのか？院⻑を呪った物なのか？とても不気味で怖かった
です。

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員F 11 9 10 9 10 49 書き出しで、⼤学時代、唐突に昼間、となっていますが、昼間、は特に書く必
要はないかな、と思いました。書くなら、唐突に思いつき、というような書き
⽅にすればいいかと思います。廃虚や⼼霊スポットには落書きがされている事
は定番ですが、本当にヤバい所は落書き等がなくてキレイだという話はよく聞
く。顔に誰かの写真が貼られ、肌をマジックで塗り潰されたお地蔵様なんて想
像しただけで不気味だ。院⻑が患者に殺された、というのはお地蔵様の呪いだ
ろうか。⾸をぱっくりと切られて焼かれた、なんて考えるだけで怖い。

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員G 15 15 15 10 13 68 やっぱり“廃墟”という⾔葉はキラーフレーズですよね！不謹慎ながらなんかワ
クワクしてしまう⾃分がいます。安定の怖いお話しで、期待を裏切らないしか
しながら“情報量多めっっ！”と思ってしまったお話しでした。怖いんですけ
ど、⾊々ありそうで…考察しがいのあるお話しではないでしょうか。もっとこ
の廃墟の背景を深掘りすると、中⾝の濃い更に怖さも増す⻑編も出来るので
は⁇と期待してしまう、そんなお話でもあると思います。

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員H 16 15 5 12 10 58 急に廃墟⾏っちゃう、⼤学⽣らしい⾏動⼒。怪談との相性ぴったりですね。モ
チーフの気持ち悪さが際⽴つ作品だと思います。創作だと仮定して書評をしま
すが、お地蔵様にシワなく貼られた褪せた顔写真。この発想⼒がとても良いと
思いました。それだけでも⼗分不気味なのですが、⿊く塗り潰されてるのは良
いトッピングになっていると思います。個⼈的に産婦⼈科の中にお地蔵さんと
祠のようになっているだけで⼗分魅⼒的にできそうだと思ったので最後の院⻑
エピソードは満腹に感じちゃいました。

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員I 15 13 12 10 13 63 結末で思わず「ひえっ！」と声が出ました。序盤で「産婦⼈科の廃病院」「異
様に綺麗な⼩部屋」というワードが出てきて、あれれ？ありがちなパターン来
たコレ！と完っ全に油断してました。なめててスイマセン。怖さ、先ず謎の地
蔵様の描写が不気味で気持ち悪い点、それが院⻑の死に様を表したものだとい
うところ、そして「誰が」「何の⽬的で」やったのかが全く分からない描写が
とにかく怖かったので⾼評価となりました。鋭さも、地蔵様の異様さや不気味
さを際⽴たせる表現、容赦ない結末の描写で点数⾼めにつけています。新し
さ、これも主⼈公達が不気味な地蔵を⾒つけながらも、その場で具体的な怪異
に出くわすわけではない点、最後で⼀気に読み⼿を恐怖に落とし込む表現での
⾼評価としました。ユーモアさ、ここはやや弱いと感じます。不気味さ、怖さ
が存分に出ている分仕⽅ないかなと。序盤に友⼈とのくだけた会話など⼊れる
のもありかもです。意外さ、ここも中盤の描写からは想像出来ないオチと、怪
異でありつつ実際の所は⼈怖なのかも。。と感じたので点数⾼めとなりまし
た。

521 お地蔵さま ⽊綿めも ⼀般審査員J 15 15 18 13 13 74 怖さ：写真が貼り付けたお地蔵様と元産婦⼈科での出来事の関係性がよくわか
らないが、何かあるのではないかと想起させる不気味さが怖かった。
鋭さ：不気味な思いを読者に想像させる話となっていて良かった。
新しさ：お地蔵様とそこでの出来事の関係性がよくわからないところが新し
い。
ユーモアさ：出来事の関係性が読者に想像させるユーモアさがあった。
意外さ：お地蔵様と元産婦⼈科でおきた事件は、なんの関係があるのか全くわ
からなさ度合いが多分にあり良かったが、なにか意外な関係性があるととても
良かった。

合計 145 136 136 120 130 667

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

451 ⼀般審査員Ａ 15 15 12 13 14 69 シンプルな話だけど、こういう話がぞくっと来るんですよね。⾚いバァバは浮
遊霊か何か分からないけど、⼦供には視えていたんですよね。怖い。

451 ⼀般審査員B 13 12 12 12 11 60 ⼦供に声を荒げる⽗親の時点で何かよからぬものがついて来てそうですね。
ファミレスなんで⼦供が騒いでるの前提の店なんで怒るのやめて欲しいです。
話がそれてしまいましたが⾚いバァバは親⽗に怒っています。

451 ⼀般審査員C 16 17 15 16 15 79 霊感の鋭い⼈にとっては時期は関係無く四六時中ハロウィン🎃ですね霊感が無
い⼈にとっては到底理解し難い世界がそこにあるのでしょうし、霊感があった
ら⾊んな霊も視れて楽しそーなんて簡単には絶対⾔えませんね 最初は僅かな違
和感それが確信に変わる時⼀気に恐怖が追いつきます。短編ならではのスピー
ディな鋭さ、ハロウィンというイベントに少しユーモアを感じましたので⾼め
の評価としました。

451 ⼀般審査員D 17 15 12 17 15 76 タイミングがハロウィンだったために必死に恐怖を伝えようとしている幼気な
⼦どもから、ぞっとするキーワードが出てくるギャップにやられました。⾒え
ていない⼤⼈たちには理解できないからこそ感じる恐怖を与えるテンポのいい
話だと思いました。⼀⽅、展開としてはありきたりなので点数は低めにしてい
ます。

451 ⼀般審査員E 18 15 10 10 15 68 ハロウィンのお化けの飾りを怖がっているのかと思いきや本物を⾒ていた⼦
供。シンプルで分かりやすくて怖かったです。お⼦さんの⽅が幽霊を⾒やすい
と⾔いますもんね。最後の「その店は3階にある店だった」には新しさは感じ
られませんでした。もうひと盛り上がりが有るともっと加点出来たと思いま
す。

451 ⼀般審査員F 10 11 11 9 10 51 ⼩さな⼦供にはよく霊が⾒える、と⾔いますが、このお話の⼦供にもお化けが
⾒えていたんでしょうね。3階にあるお店にバァバが現れたらそれは怖いで
しょう。『あかいバァバ』っていう表現が何とも⼦供らしいけれど、実際に⾒
てしまったらきっと私も怖いと思います。⽂⾯で、句読点の『。』があったりな
かったりするので、そこは統⼀した⽅がいいと思います。

451 ⼀般審査員G 18 15 13 10 10 66 もう、最初の展開からなんとなく結末が予想出来るお話ではあったんですけ
ど、まさかそれが“⾚いばぁば”とは！！！予想していた上をいく存在と、そし
てそこは三階という事でゾクゾクしてしまいました。なので怖さの点を⾼評価
とさせて頂きました。しかし⼦供の⾔う事って素直でストレートなだけに怖い
ですよね…その後他の⼈にもその存在が⾒えていたのか⁇その⾚いばぁばは何
者なのか⁇ハロウィンに便乗したノリの良いおばあちゃんの霊だったら⾯⽩い
のになぁ…なんて思ってしまいましたw

451 ⼀般審査員H 13 8 10 5 10 46 シンプルでこわい。⼋尺様より⾼いのか、宙に浮いているのか。⾚⾊というの
も警告⾊のようで不気味に感じますね。ファミレスで⼦どもが泣くのはよくあ
る光景ですが、怖がっていた対象が装飾ではない、ナニカになった途端、⼀気
に温度感が下がりました。ハロウィンという楽しいイベントとの温度差がたま
りませんね。

451 ⼀般審査員I 10 8 10 14 8 50 起承転結が上⼿いですね。話しの流れがスムーズで分かり易いです。序盤の状
況説明から親⼦の会話へと繋ぐのも⾃然な流れで無理無く読めます。ただ、あ
まり怖さは感じられませんでした。と⾔うのも、オチの部分が「何者かが外に
いるらしい⇒あ、ここ3階だわ」という怪談で良くある⼿法だなぁと感じたから
です。という訳での点数です。もう少しあかいバァバの描写を掘り下げてみて
も良いかもです。鋭さについても、ハロウィンで盛り上がる中の⼩噺的な要素
が強いと感じたので、このような評価となりました。新しさですが、後半を親
⼦の会話のみで進⾏させて結末に持っていく点では評価出来るのですが、やは
り結末の部分がマイナス要素となりこの点数にしています。ユーモアさは、終
始軽快なテンポで話が進むのと「あかいバァバって何だよ！？」とツッコミた
くなる描写の⾯⽩さで⾼評価にしました。意外さ、これもやはりオチの部分が
⾜を引っ張っていた為点数低めとさせていただきました。例えば、、主⼈公に
もあかいバァバが実は⾒えていた、更に他の幽霊も⾒えてました。なんてどう
ですかね？あ〜でもコレもありがちか！

451 ⼀般審査員J 15 15 15 15 18 78 怖さ：最後に３階の外にいる⽼婆の霊を娘しか⾒えないということと⾚⾊を⽰
していたということはなにか怒りを感じていたと想像しました。何に怒りを感
じいたのかが気になる怖さがありました。
鋭さ：話のテンポがとても良く、ハロウィンにまぎれていた⼼霊体験であった
ところが良かった。
新しさ：ハロウィンに合わせた⼼霊体験というところに新しさがありました。
ユーモアさ：ハロウィンに関わる家族の団らんっぽいところと思わせている描
写が良かった。
意外さ：ハロウィンのぬいぐるみ以外に娘さんしか⾒えない怒りを持った⼼霊
がいたことが以外で、娘さんの振る舞いに切迫感がよく意外さを表していた。

合計 145 131 120 121 126 643

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員Ａ 16 15 15 16 18 80 祖⽗⼊っているやないですか！何もないって⾔うけど、絶対に良くないこと起
きますよ。魔物に憑りつかれてしまったのかな。⽩⿊写真に写っていた何者か
と祖⽗の顔がリンクするというシーンは怖いです。

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員B 12 12 10 10 12 56 ⽬のギラギラだけじゃ、ちょっと怖さ的に⾜りない気がします。猫も飼ってい
ないのにたまに廊下にネズミの⾷いちぎられた死体が転がってるくらいないと
魔物じゃない気がします。

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員C 16 15 16 17 15 79 さてどんな魔物が封印されていたのやらとても気になりますね！何とも⾔えな
いリアクションの⼈はたまに居ますけど、個⼈のちょっとした軽はずみな⾏動
のひとつで取り返しのつかない顛末に⾄る場合が往々にしてありますね。まる
でこれから始まるホラー映画の冒頭のような短編作品でした。怖さよりも祖⽗
のユーモアさを熱く感じたので⾼めの評価としました。

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員D 17 15 18 17 17 84 地域限定で語り継がれている禁忌に触れてしまう話は、個⼈的に⼤好きです。
そもそも魔物が現れるとどうなるのか、何故そこに封じられているのか。謎が
多すぎて深堀したくなるとても⾯⽩い話でした。⼀つ不思議なのは、祖⽗の写
真を誰が撮ったのか。わざわざ三脚を担いで⾏ったとはあまり思えず、誰か同
⾏者がいたのではないかと考察できます。そうなると、祖⽗以外にも六⾓塔の
場所を知っており、封印を解いた仲間がいるのでは…？果たしてその⼈は今ど
うなっているのか。考察も進み何度でも楽しめるいい話だと思います。とても
⾯⽩い！

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員E 15 15 20 15 15 80 六⾓塔に封印された魔物。⾯⽩い題材で興味深かったです。本当に何も無い訳
がないですよね。魔物に憑りつかれてしまったのかもしれないけれど、お孫さ
んからしてみれば、⽣まれた時から憑りつかれてしまった祖⽗だから⽐較のし
ようが無いですね。なぜ、幼い孫にこの話をしたのか気になるお話でした。

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員F 10 9 10 9 10 48 ⽂字数の関係で仕⽅がないのかもしれませんが、句読点があると、もっと読み
やすいのにな、と思いました。後、⼀度だけ⾒せてもらったが、の〝っ〟が抜
けていました。お話の⽅ですが、六⾓塔に魔物が封印されている、という⾔い
伝えですが、どんな魔物なんでしょうね？気になります。封印を破り、写真の
中で笑う祖⽗。⼤丈夫、何もなかったとは⾔うけれど、その⽬はギラギラと異
様に光っている。その理由は、祖⽗は既にその魔物に取り憑かれてしまってい
たのでしょうか…。不気味な怖さがありますね。

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員G 12 13 12 10 12 59 なんだか不思議で、ショートよりももう少し⻑⽬なお話しとしてしっかり聞き
たかったなぁという印象。しかしおじいさんの描写がとてもリアルで、何かを
知ってる⁇取り憑かれてる⁇そんな印象さえ感じられ、怖くなりました。⼜⽩
⿊写真って素敵なんですけど、怖いと感じる⾯もありますよね…おじいさんの
ギラギラした⽩⿊写真はさぞ不気味だったと思います。六⾓塔が今⼀つ私には
良く分からなくて、それが本当に何なのか⁇⾊々と考察しがいのあるお話し
だったと思います。

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員H 15 10 5 5 5 40 異質な描写が物凄く良いです。よく無い事が起こっているとしか思えない「ギ
ラギラ」という擬⾳が効果的なスパイスになっていると思いました。おじい
ちゃんの昔話としては⼗分異質で怖いと感じました。ただ、少し物⾜りない気
がしてしまうのは、情報開⽰の順番でしょうか。最初に写真が登場しても良
かったかもしれません。

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員I 15 13 12 10 10 60 短いながらも怪異譚として成⽴しており不気味で怖かったです。六⾓塔という
謎めいた施設の存在も恐怖を引き⽴ててます。怖さについては、主⼈公がお祖
⽗さんから魔物が封印されているという場所を⾒つけたという昔語りから、
徐々に今⽬の前でそれを語る祖⽗が既に魔物になっているのではないか、とい
う流れがとても怖かったので⾼評価にしています。鋭さ、⾝近な存在が急に得
体の知れない者に変わる瞬間に強く鋭さを感じました。新しさ、これも主⼈公
が怪異に直接出くわすわけでは無く、安全なはずの家の中で親しい⼈がまさか
の、、という展開に新しさを感じました。ユーモアには少し⽋けている印象で
す。お祖⽗さんの禍々しい描写が怖い分ユーモアを表現するのは難しいでしょ
うね。いっそ魅⼊られた魔物が実は⾯⽩キャラだったというオチも⼀つの⼿か
も。意外さも正直それ程無かったです。昔、魔物が封印されているという六⾓
塔を祖⽗が⾒つけたと語る部分で結末がある程度予測出来るからです。祖⽗の
⽬が異様にギラついていることに主⼈公が気づくのは、最後の瞬間で良かった
気がします。

464 「六⾓塔」 オラオラ ⼀般審査員J 13 11 10 12 10 56 怖さ：祖⽗の若い頃に偶然たどり着いた？場所での武勇伝と思わせて、祖⽗に
は封印していたものが取り憑いているのではないかと想起させる⽬の描写に怖
さを感じた。
鋭さ：写真と封印の⽊の話があまり理解ができなかったが、祖⽗の⽬に怖さを
感じたことはよく伝わった
新しさ：祖⽗の武勇伝を孫と思われる主⼈公が聞く話として悪くなかった
ユーモアさ：主⼈公と祖⽗のフーインに関する話が良かった
意外さ：祖⽗は封印を解いてしまったのか？と思わせる⽬のギラギラさと祖⽗
の発⾔のギャップは悪くなった

合計 141 128 128 121 124 642
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員Ａ 13 11 12 13 12 61 「早く来い」ってことは、早くこっちの世界に来いという意味なんでしょう。
たまたま、両親が寝たまま腕をつかんでいたけど、今まで腕をつかんでいたの
は何者なんだろうか。ちょっと気味が悪い話ですね。

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員B 13 12 13 12 13 63 両親は⼦供が連れて⾏かれない様に無意識に腕を掴んでいたんですかね。夢に
出て来た⼈を知らないのが1番嫌な感じがします。

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員C 14 14 13 13 14 68 早く来い...亡くなった⽅からのメッセージでしょうね。それを隣にいた両親が
引き⽌めてくれた？シチュエーションはお葬式との事なので独りで往く祖⽗が
寂しくて声をかけたと考えてましたがその声は⼥性だったと...そこは意外でし
た。そこからまた違う解釈が拡がるのか？この短い怪談では如何せん本筋とは
ぶれてしまっているので何を⼀番に伝えたいのか？何処を注⽬してほしいの
か？イマイチ伝わらないです

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員D 18 19 18 18 19 92 夢の中で掴んでいた腕は良くないものかと思い込んでいましたが、逆だったと
いう展開にやられました。主⼈公の代わりに祖⽗を連れて⾏ったのではなく、
全く関係のない存在だったという点も興味深いです。もしかしたら、祖⽗も死
に導いたがやはり本当の狙いは主⼈公で「早く来い」と呼んでいるのか。これ
だけでは終わらない、という予感がするとても後味が悪い話で個⼈的に好きで
す。

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員E 18 15 20 10 18 81 最初は祖⽗が呼んでいる声かと思ったら⼥の声だったので意外さを⾼くつけま
した。両親が無意識のうちに、その⼥から助けてくれたのですかね？両脇にい
た両親が同じ様に腕を掴んでいたのは新しいと思いました。両親がどんな夢を
⾒ていたのか？祖⽗とその⼥の関係は？等、深堀りしたくなるお話でした。

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員F 12 10 9 9 13 53 夢の中の話とは⾔っても、連続で同じ夢を⾒たり、腕を掴まれたりするような
ものは怖い。祖⽗の通夜の晩、親戚⼀同、斎場で寝ていると－という⼀⽂が意
外でした。代表者数名が寝ずの番をする事があるのは存知てはいますが、親戚
⼀同で寝泊まりするところもあるんですね。まあ、それはさておき、私が特に
意外性を感じたのは、「早く来い」と主さんを呼んでいたのはお祖⽗さんかと
思っていたら、⼥の声だった、というところ。誰だかわからない⼥が主さんを
あの世へ連れて⾏こうとしていたのでしょうか。でも、無意識下でも、ご両親
が腕を掴んで⽌めてくれていたのでしょうね。

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員G 12 13 13 10 13 61 これはアチラの世界に呼ばれていたのかなぁ⁈連れて⾏こうとしていたのか⁈
この時だけなのか⁈その後も続いていたとしたら更に恐ろしいし、その後無事
であって欲しいですけど…。しかも呼んでいたのが亡くなった祖⽗では無く、
⼥の⼈⁇本当誰⁈ですよね…誰も知らない⼈なのか⁇しかも“早く来い”とか急
かしてる感じも何故⁇だし、何か急がなければならない何かがあるんですか
ね⁇⾊々と謎が残る、考察しがいのある怪談だったのではないでしょうか。

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員H 8 5 5 5 5 28 私の読解⼒が⽢いせいなのですが、まっすぐ怖さが伝わってきませんでした。
両親は守るために掴んだのか？何かに操られてしまって掴んだのか。斎場が現
世との境界線になっていて、引き込まれそうになったのか？声の主は⼥と説明
する必要があったのか？祖⽗との関連は？謎が多いのは怪談の醍醐味ではあり
ますが魅⼒的な要素を少し整理すればより鋭利な怪談になりそうだと感じまし
た。

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員I 10 10 12 13 13 58 夢から⼊る怪談はありがちな⼿法ですが⽂章の上⼿さ、テンポの良さでマンネ
リズムを回避しています。ただ怖さはあまり感じません。主⼈公を呼ぶ声が謎
の⼥ですんでのところで助かる描写はある程度怖さがあるのですが、あの世に
誘う⼥の描写がもう少し欲しかったです。鋭さも、主⼈公が悪夢を⾒て恐怖を
感じる過程でもっと追い込む形で現しても良かったかと。新しさは、誘う魔の
声から主⼈公を守るのがおそらく最初は祖⽗で最終的に両親が何故か眠ったま
ま主⼈公を守る展開で評価⾼めにしてます。ユーモアも、状況としては死を招
く声に苛まれる夢を⾒続けるという怖さがあるのですが、最後の主⼈公を両親
が寝たまま腕を掴んで守るというシュールさが⾯⽩くこの評価となりました。
意外さについても同様に、基本的には夢の中で完結しており、現実でハッキリ
した怪異が起こる訳では無い点が思い切ったなと感じ⾼評価としました。

476 呼び声 takamiya ⼀般審査員J 15 15 14 13 15 72 怖さ：祖⽗がなくなる⾍の知らせ？と思わせつつ、祖⽗の通夜での出来事で主
⼈公を連れて⾏こうとしたのはダレだったのかが⾮常に気になる怖さがあっ
た。
鋭さ：祖⽗の通夜での⾦縛りに関する
新しさ：通夜の際には連れて⾏かれるという話は、初めて聞きました
ユーモアさ：祖⽗の通夜での体験で、主⼈公を呼んでいたのはダレだったのか
気になる話であった
意外さ：両親は何を察知して、主⼈公の腕を掴んでいたのかが⾮常に気になる
話であった。両親も夢や⾦縛りを⾒たのかが気になった。

合計 133 124 129 116 135 637

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

499 ⼀般審査員Ａ 10 13 10 16 16 65 この世のものではない⽣物も⼀番⾵呂を楽しんでいるのかなって思いました。
なんで、祖⽗は笑顔だったのだろうか。得体のしれない⽣物に⼀番⾵呂を取ら
れたら悔しいと思うんだけどな。祖⽗の⾏動が不可解だったこともあり、ユー
モアと意外さの得点を⾼くしています。怖くはないけど不思議な話だなって思
いました。

499 ⼀般審査員B 10 12 13 14 12 61 話⾃体は怖くはないんですが祖⽗がどんな感情なのかが、わからないのが不思
議な話ですね。畜⽣に⾵呂に⼊られたと⾔ってますが⾵呂に⼊るイメージだと
猿かカピバラかなと想像してしまいました。

499 ⼀般審査員C 13 13 15 15 15 71 獣！獣⼈？亜⼈？妖怪？はたまたUMA？！もうひと押しワクワクが欲しかった
です。どちらにしても祖⽗は悪気がしなかったようでホッコリしました その獣
は場所に気に⼊ったのでしょうね 40年たった今でもきっと近くで潜んでいる事
でしょう。怖さとはまた、違いますが急展開の意外さや祖⽗との関係性にユー
モアを強く感じたのでポイント⾼めに致しました。

499 ⼀般審査員D 13 17 16 19 17 82 なんとも微笑ましい話で癒されました。実際にやられたら相当腹が⽴ちそうな
気もしますが、笑って話せるお爺様の懐の広さも素敵です。いざ⽑だらけのお
⾵呂を想像するとちょっと気持ちが悪いですが、こういう怪異譚も良いです
ね。

499 ⼀般審査員E 5 5 15 15 10 50 ⼀番⾵呂を何かしらに先を越されたという設定は⾯⽩かったですが、「⼀番腹
が⽴ったこと」なのに、最後がどうして祖⽗が笑顔だったのか分からなかった
です。ショートなので含みを持たせてたり全てを書かなくて想像して怖さを感
じるのだと思いますが…畜⽣に憑りつかれてしまったという事なのでしょう
か？私が想像⼒に⽋けているのか、意味が分からなかったです。

499 ⼀般審査員F 8 9 12 15 14 58 お祖⽗さんの温厚さが窺えるお話ですね。楽しみにしていた⼀番⾵呂、でも、
そこには先客がいた。その先客は⼈ではなく、獣らしき霊だった。腹が⽴った
エピソードのはずが、笑顔で語るお祖⽗さんの⼈の良さにはユーモアと意外さ
を感じました。その分、怖さとしては少し弱かったです。新築の⼀軒家なの
に、⼈外の先客がいるのはなんだかなぁ…ですね。

499 ⼀般審査員G 14 14 14 10 18 70 想像すると気持ちの悪い怖さのあるお話しでしたが、最後の⽂章でおじいさん
は笑っていた様なので、おじいさん的にはそれで良かったのか⁈と思わせる感
じも意外で⾯⽩かったです。なので意外性を⾼評価としました。しかし獣の⽑
は何を意味していたのか⁇何の⽑だったのか⁇想像すると不気味ですがおじい
さんにはソレが何なのか全て分かっていたんでしょうね…なんだか腹は⽴つけ
ど良い思い出だった。みたいな何かを感じてしまいました。

499 ⼀般審査員H 10 10 15 18 10 63 祖⽗ほんとに⼈間！？妖怪でもなく畜⽣と⾔っている点、⾔語が使える点を考
えるとかなり⾼い知能を持った「なにか」だと思うのですが、40年経っても祖
⽗に影響を与えているとするなら恐怖を感じますね。お⾵呂が舞台のショート
怪談は初めてだったので、とても新鮮で良かったです。

499 ⼀般審査員I 8 8 13 13 10 42 なかなかぶっ⾶んだ内容ですね。そう来たか！という感想です。怪談としてこ
のテーマに挑むとは作者はなかなかのチャレンジャーだと思います。怖さ、鋭
さは弱いです。物の怪の描写がポップで愉快さが先⾏してしまっています。も
う少し不気味さも出した⽅が良かったです。⽂体も終始軽快なテンポな為、鋭
さの評価もこの点数となりました。新しさは、新築の家で物の怪に⼀番⾵呂を
取られたという奇想天外な怪異という点での評価です。ユーモアも、怪異を最
終的に笑い話としてまとめている点での⾼評価、意外さも⾵呂場で恐ろしい怪
異が襲う展開で無く、ひょうきんな表現で物の怪を描いているところ、声は聞
いたが姿はとっくに消していた点で⾼評価としました。

499 ⼀般審査員J 12 12 18 18 12 72 怖さ：怖さというよりも⼀番⾵呂が取られてしまったというシュールなお話で
した。
鋭さ：祖⽗の体験話を想像しやすい話にしていたところが良かった
新しさ：⼀番⾵呂の取り合いに負けてしまったときの話は良かった
ユーモアさ：⼀番⾵呂に先に⼊っていたモノと祖⽗がしっかり挨拶をしている
ところがとても良かった
意外さ：先に⼊っていたモノは、祖⽗が⼊るときに、ちゃんと出て⾔ってくれ
ているところに意外さとほっこりさを感じた。

合計 103 113 141 153 134 634

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

454 ⼀般審査員Ａ 8 8 8 8 8 40 誰の視点の話なのかちょっと分からないですね。誰が猫派なのか。お婆ちゃん
⼦なのか。途中までは理解できそうな内容だったのに、最後のあたりがちょっ
とごっちゃになっていますね。

454 ⼀般審査員B 8 10 12 12 13 55 何が⾔いたいのか、わかりづらいですね。⽼⼈が死んで⽝だけコンビニに来て
て、⽝も死んで今はあなたの後ろにいる？そんな感じですか。いまいち、、伝わ
らないです。

454 ⼀般審査員C 16 17 15 16 15 79 こういう近所ではちょっとしたアイドル⽝や猫ちゃんは皆さんの周りにもきっ
と居るはず、なので想像も容易に出来そうですね。という事は裏を返せばきっ
かけ⼀つで貴⽅も奇妙な世界に引きずり込まれてしまうという怖さもありまし
た。⽝は⼈につく猫は家につくと昔の⼈は⾔いましたね いやこの場合は憑くで
すか  周りにちらほらと指摘され、皆までは⾔わないじんわりとした終わり⽅
がその後段階を踏んでまだまだ続きそうで恐怖ポイントは⾼いですね そしてコ
チラに急に⽭先を向けられた様で鋭さもありました。そしてわんちゃんは可愛
いのでユーモアポイントも⾼めと評価致しました。

454 ⼀般審査員D 13 16 17 18 17 81 ⽼⼈がいなくなったのに⽝だけが⾒えていたのはなぜか。そして、何故「私」
に付いてくるようになったのか。とても不思議な話でした。途中にあるボケは
さておき、⽂章全体が端的で分かりやすく⽇常の中に起こる怪異が上⼿く表現
されていると感じました。⽝が先に亡くなって、お爺ちゃんも程なくして亡く
なったのか。⽝が亡くなってお爺ちゃんのルーティーンが変わっただけなの
か。真相は分かりませんが、とても⾯⽩い話でした。本当に「お爺ちゃんと⼀
緒だったね」と⾔われないことを願うばかりです。

454 ⼀般審査員E 5 5 10 15 5 40 タイトルの「派（は）」の通り、⽝派と猫派。お爺ちゃん⼦とお婆ちゃん⼦を
掛けているのは分かりますが、「⽝も⾒なくなった」の後から最後に掛けてが
物⾜りなかったです。『お爺さんと⼀緒だったね』は実際⾔われた訳ではない
ですし…。「時間帯アイドル⽝」というワードが⾯⽩かったので、ユーモアさ
は⾼く付けました。

454 ⼀般審査員F 9 10 10 12 11 52 猫派、お婆ちゃん⼦、と強く主張されるところに笑わせていただきました。怖
さよりも、ユーモア⾊の強いお話ですね。コンビニで⾒かけた⽝と飼い主の⽼
⼈。⽝も⽼⼈も実在するものではなく、いつの間にか⾒かけなくなったと思っ
たら、気づけば〝私〟の側に⽝が現れる。霊体が⾃分に憑いたのだとしたら、
怖いというか、やっぱり嫌ですね。⽝だけならまだしも、お爺さんまでもセッ
トで憑いて来られるのもね。まあ、〝私〟さんは猫派、お婆ちゃん派のような
ので、猫とお婆ちゃんならそれほど嫌な気はしないかもですが(笑)。

454 ⼀般審査員G 15 18 18 20 20 91 ⾯⽩い〜！初めてユーモアで満点を付けてしまいました！好きですこーゆー
の。怖いけど、⽂章⼒がある⽅だとこんな⾵なお話しとして表現出来るんです
ね！いやぁ…凄い！⾯⽩怖い怪談！真逆の感覚が上⼿く融合したなぁ…と感⼼
させられました。最後まで期待を裏切らず、ショート怪談の⼩気味さもあり、
全体的に⾼評価とさせて頂きました。しかしこれ落ち着いて考えると取り憑か
れた⁈って事ですもんね汗 冷静に考えるとヤバいんですけど。でもおじいさ
んも⽝も良い⼈そうなので、守護霊的な感じで憑いてくれるのなら良いです
ね。

454 ⼀般審査員H 10 5 10 15 10 50 望んでも無いのに、新しい家族が増えちゃってしまった展開にちょっとクスリ
となりながら読ませて頂きました。恐怖が強い怪談ではありませんが、なぜか
くっついてしまった。という謎がじわじわ染みてきますね。猫だったら良いん
かい！？お婆ちゃんだったら良いんかい！？というオチがまた良きです。

454 ⼀般審査員I 10 10 13 14 15 62 楽しく読める作品です。場⾯を想像すると微笑ましさすら感じます。そして薄
ら寒さも。舞台がコンビニなのでそこで怪異が起こるパターンかと思いき
や、、、という結末も⾯⽩かったです。ただ、怖さのパンチが少し弱いと思いま
す。ワンちゃんの幽霊が先に登場するので可愛らしさの⽅が前⾯に出ている印
象。最後にお爺さんも憑いてしまったかも！？という所まで持っていって良
かったかも。鋭さも、物語の性質上薄い印象でした。主⼈公が霊感の無い⼈と
して描かれていますが、⾒えないけど⼀瞬何か気配を感じる！⼈という設定も
ありかもしれません。新しさ、これは最初コンビニで怪異が起こるパターン
かぁ。。と思ったら予想外の結末だったので点数⾼めにしました。ユーモアにつ
いても同様に、あ、先ずワンちゃんのお化けなのね(笑)という所と霊感ある⼈
が⼀⼈も登場しないのがかえって⾯⽩かったのでこの評価となりました。意外
さも、猫派の主⼈公がいつの間にか懐かれていて憑いて来られちゃったのが⽝
だったくだりが意表を突かれたので⾼評価にしています。

454 ⼀般審査員J 13 15 13 18 12 71 怖さ：コンビニで出会った⽝と⽼⼈が⾒かけなくなったと思ったら⽝の霊がつ
いてまわっているのかが謎だなと思い、訳の分からない怖さがありました。
鋭さ：⽝とのふれあいの話で読みやすいものであったが、主⼈公の状況と逆に
なってしまうことがよくわかった
新しさ：主⼈公の思いや状況と逆になってしまうということが⾯⽩かった
ユーモアさ：主⼈公の逆を訴えているところが⾯⽩かった
意外さ：なぜ⽝の霊が主⼈公について⾔っているのか、周りの⼈には⾒えてい
るが本⼈には⾒えていない理由も気になった。

合計 107 114 126 148 126 621

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員Ａ 10 8 11 10 10 49 ちゃんとした引継ぎをしなかったのはなんでなんだろうなって思ってしまいま
すね。信仰って簡単に忘れるものなのかな？お⼦さんに恵まれないため、この
家はここで終わり。祀った⿓を疎かにしたからなんでしょうね。⽣半可な気持
ちで祀っては⾏けないってことですね。

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員B 13 12 14 10 13 62 ⿓にはいろいろな話がありますがこの話は障がある話なんですね。⿓が⼈を祟
る話は聞いたことがないですね。でも、祟るのならば邪悪な⿓を祀りあげたん
でしょうね。

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員C 14 15 15 12 14 70 ⼈知を超えた神獣を祀るのは確かに⽣半可な覚悟では到底務まりませんね。職
業柄動物霊の類いが視えてしまっても改善をする事までは不可能なようで、⾏
⽅末を⾒守る事しかできないジレンマですね 怖さよりも先に教訓を感じまし
た。動物霊ならではの可愛いところまでも知れたらユーモアポイントも⾼くな
ると思います。

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員D 16 15 17 18 17 83 ⼈が集まる、という意味で動物病院をしているという⼀⽂から始まったのかも
しれませんが、内容とあまり関係がない気がして違和感がありました。ただ、
淡々と描かれている内容は不気味。そのギャップが良かったです。⽔上信仰に
まつわる話はよく⽿にしますが、やはり時が経つに連れ忘れられてしまうので
しょう。先祖が勝⼿にやったこととはいえ、現在を⽣きる⼈に障りが出る理不
尽。やはり神を祀るということはそれ相応の責任を負う、ということですね。

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員E 5 5 15 10 10 45 語り⼝調で書かれているせいか、⽂章が拙く感じてしまいました。最後の⽂章
も明るめな感じでまとめているので、そのせいか怖さは感じられなかったで
す。、お話⾃体は興味を引くお話でした。何かを祀る際の対価が必要なんだと怖
さよりも感⼼してしまいました。

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員F 11 10 13 11 14 59 ⿓神に纏わるお話も怪談ではよく⽿にはしますが、投稿者さんには霊感があ
り、⼈にご先祖様や⿓神様が憑いているのも⾒えるのですね。⿓神のイメージ
としては、強い⼒があり、天気を操ったり、悪いものから守ってくれる、とい
う感じに思っていましたが、⼀度祀れば契約だから逃げられない、とか、祀る
ことを怠って忘れたりすると障りがある、とか怖い⾯も結構あるのですね。そ
の情報は怖いし、新しくもあり、意外性も感じます。末代まで祟る、とか代価
が命、とか、⿓神に対する⾒⽅が変わりました。まあ、祟られないようにずっ
とお祀りをすればいいのでしょうが、三⽇坊主な私には触らぬ神に祟りなし、
でしょうか。

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員G 13 14 13 10 13 63 ⾊々と知らない事もあり、改めて⿓って凄い存在なのですね…そして祀り⽅で
は⼤変な事になってしまう。⾊々と考えさせられました。しかしこうなってし
まったら今後どうしたら良いんですかね⁇後継がいなくなり、滅びてしまった
らもう終わりなのか…その後も何か障があり続けるのか。⽬に⾒えない⼒の存
在を感じてゾッとしました。またこの獣医さん、⾊々とミエル⽅の様なのでと
ても興味がありますね！怖さや全体的には低⽬の評価ではありますが、⽂章の
構成を⼯夫するともっと怖さが感じられるお話しになったのかなぁと思いまし
た。

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員H 10 10 15 18 5 58 タイトルが良い。内容の軸である「⿓」がどう影響していくのか。期待が持て
るタイトルだと思いました。動物病院に憑いてる⿓が来ちゃうのもユーモアが
あって凄く好みです。⿓も病院に⼊る前に抵抗するのでしょうか。当事者では
なく、第三者⽬線で進⾏していく「他⼈事」感がとても良かったです。

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員I 8 12 10 8 8 46 話が簡潔で分かりやすくスラスラと読めるのでその点は良いなと思います。勿
論怖さも感じます。とは⾔え、怖さの描写が弱いです。主⼈公に⾒えたであろ
う⿓神さまの怒り、故に祟られている場⾯を表現したら良かったかも。鋭さ
は、主⼈公⽬線で淡々と祟りについて語られている点で感じられたので評価⾼
めです。新しさという点では差程感じなかったです。神様との契約を疎かにす
ると祟り神となる、という話は珍しく無いからです。ただ舞台が神社等では無
く動物病院であるところ、霊感持ちの主⼈公が例えば巫⼥さんといった神事に
携わる⼈では無い点では新しい部分もある様に思ったので中間点にしてます。
ユーモア、これもかなり弱いです。と⾔うのも全体に主⼈公の⿓神に祟られて
しまったお客さんへの⽬線がシビアだからです。前段としてお客さんとの軽快
に⽇常会話をかわす場⾯を⼊れる部分があっても良かった気がします。意外さ
も、新しさと重複しますが、神様を祀るのを疎かにすると祟り神となり末代ま
で祟られる、という話が古典的⼿法だと感じたので低評価になりました。⿓神
を祀っているお客さんの家が終盤まではずっと栄えていて、ラストでそれが危
うくなりそうだと⽰唆する展開などどうでしょうか？

488 ⿓の障り えり ⼀般審査員J 15 15 15 18 18 81 怖さ：⿓を祀ったときに継続しないと⼦孫に影響があることを理解させる怖さ
があった。
鋭さ：通常なら命を対価とするというところを⼦孫が途絶えることになること
がよくわかった。
新しさ：何かを祀ったら⼦孫に影響があり、⼦孫が途絶えることになることを
取り上げたのが聞いたことがなかった
ユーモアさ：動物病院でのいろんなものを憑けたお客様というところが、斬新
な表現だった。
意外さ：通常は命が対価なのにも関わらず、なぜ、⼦孫が途絶えることで住む
のか気になった。

合計 115 116 138 125 122 616

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員Ａ 17 16 13 16 16 78 体験者とＢには写真に写る⿊い⼈達が⾒えていたけどＡには⾒えていなかっ
た。これは、Ａには⾒えていなかったのか。それともわざと知らないふりをし
たのか。それは分からないけど、⿊い⼈たちが増えてくる写真はちょっと気味
が悪かったですね。亡くなった⼈が次々と写真に取り込まれるのかなって想像
しました。

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員B 13 12 12 10 13 60 私にも伝わってないです。写真に⿊い⼈が集まって来たらヤバいんですか。そ
れから、なぜみんなじゃなくA君だけ亡くなったんですか？悪霊からしたら、
その場にいるもの全て連れてくと思いますよ。

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員C 12 13 11 11 12 59 ⽂章に脈絡や説明が極端に省かれていて置いてけぼりになりました。亡くなっ
た⼈を冒涜したからAは亡くなった？⿊い影の存在に気づかなかったのがそん
なにまずかったのか...？読者に想像を委ねるのはいいのですが、結局何を⼀番
に伝えたかったのか？の部分が弱く怖さに辿り着く前にクエスチョンマークが
多く頭に浮かび上がってしまいました。結論に⾛り過ぎてしまったそんな⼼象
です。

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員D 18 15 16 17 16 82 残されていた物に念が残っている、ということはあることだと思いますが、そ
の中に「良くないもの」までも含まれているというのはと味が悪くとても興味
深いです。雑に扱ってしまったB君に障りが起きるのか、残っていた念の怒り
を買ってしまったのか、と思いきや写真の変化に気付かなかったＡに最終的に
障りが起きている点がとても不気味に思いました。魅⼊られてしまったＢには
写真の変化が⾒えなかった、ということではないでしょうか。最後の救いのな
い終わり⽅。ショートらしくて良いと思いました。

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員E 10 10 10 10 10 50 全てを書かなくても怖さが伝わるのがショートなのでしょうけど、私もAと同
じで分からなかったです。写真に増えてきた⿊い影に引っ張られてAは亡く
なったとは思いますが、⼩学⽣が写真を⾒ただけで分かるのか？と疑問だけが
残ってしまいました。

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員F 12 10 10 8 9 49 廃虚などに⾏って、その中のメンバーの誰かが事故に遭ったり亡くなったり、
というお話は割りとよくありますが、写真の中の異変に気づいた者と気づかな
かった者で⽣死を分けた、というのなら、それはあまりなかったお話かもしれ
ない。⼤抵、Aさんのように傍若無⼈な振る舞い、死者をバカにしたような態
度を取る⼈は呪われたりして痛い⽬に遭いますが、Aさんも正にそんな感じで
すね。Aさんが事故で亡くなったのもやはり呪いなんでしょうね。呪いは怖い
ですね。

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員G 18 15 13 10 14 70 廃墟でのイタズラは本当に良く無いですよね…もう、ランドセルの中⾝をぶち
撒けた時点で嫌な感じしか無かったです〜汗 でもまさか最後に亡くなるとか
…恐ろしいですね。会話の感じもリアルで、まさにタイトル通りに異変に“気が
付いたから良かった”ですけど…読み終えた後のタイトルとの合致からくる怖さ
が秀逸だなぁと。なので怖さの点を⾊々と含めて⾼評価とさせて頂きました。
短編とはいえ、なかなか濃いお話しだったと思います。そして改めてタイト
ルって⼤事だと思わされました。

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員H 10 15 5 5 10 45 これは⻑編で読みたかった…！！廃墟に放置されているランドセルが新しいも
のなのか、朽ちた物なのか、家族写真が誰の物なのか。気になる情報量と恐怖
につながるポイントが多くショート怪談にしておくにはもったない内容に感じ
ました。写真の⼈数も4⼈、亡くなったのは4⽇後。数字の使い⽅も上⼿いと思
いました。

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員I 10 10 12 8 8 48 序盤の説明が簡潔でそこから会話メインの流れに持って⾏くのが⾃然で、テン
ポも良くスっと読めました。怖さは弱いと感じました。タイトルが⼀種のネタ
バレになってしまって結末が途中で分かってしまう為です。また「写真の中の
増えていく⿊い⼈達」という表現も抽象的で怖さが伝わりません。例えばBが
何故瞬時にその写真のヤバさに(本質的な意味で)気づいたのか？過去に似たよ
うな経験があったのかの描写があると良いかもしれません。鋭さ、これもあま
り感じませんでした。⼩学⽣同⼠の他愛の無い会話から始まり、怪異に遭遇す
るまでの⽂体が軽やかさに寄っていると感じたからです。写真が出てきた瞬間
の緊張感をより強調してみるのも⼿かもです。新しさについては、ランドセル
の持ち主は登場させずに⼀枚の写真で怪異を表現するという点での評価となり
ました。ユーモアさは弱いです。⼦供が⼀⼈亡くなってしまう結末が怪異の終
着点である以上、難しいと思います。「⾒える」主⼈公とBでAを助ける(意外
な⼿法で)結末に持っていくのは、どうでしょうね？じゃあ「意外な⽅法」って
何だよ？と問われると、、ごめんなさい！分かりません！で、最後に意外さです
がここも弱い。廃墟に複数⼈で訪れる⇒⼀⼈は犠牲が出る。ここも怪談あるあ
るなので、、思い切ってAも⼀時取り憑かれるも助かる結末にするか、反対に助
かったと⾒せかけて⼀気にバットエンドにひっくり返す展開もありかなと思い
ます。

512 気づいたから助かったのか？ ミヤカツ ⼀般審査員J 15 15 12 12 18 72 怖さ：廃墟に⾒つけたランドセルに⼊っていた写真が意味していることが、よ
くわからない怖さが遭った。また写真が⾒ている最中から⿊く者たちに囲まれ
ていくところがわかるBと主⼈公は、助かり、Aは助からなかったのか？と思わ
せたところも何故なのかあわからないところが怖かった。
鋭さ：廃墟に⾏ったときの場景が読者に想像しやすくなっていたところが良
かった。
新しさ：廃墟に関わる話として、⼼霊現象に気がつけなかった⼈物に影響があ
るという珍しい話と思った。
ユーモアさ：なぜ廃墟に⾏ったのか、何が気持ち悪かったのかが⾮常に気にな
らせるユーモアさが遭った。
意外さ：なぜキモチワルイ写真だったのか、写真の変化に気がつけなかったA
になぜ影響があったのかがきになる。

合計 135 131 114 107 126 613

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員Ａ 11 10 12 14 12 59 もし、⼤切な⼈が無くなるアナウンスという意味の写真ならば、なんで⾒知ら
ぬ家を写したんだろうか。⾃分の家で写せばいいのにって思いましたね。⽗は
何の夢を⾒ていたのか。もしかしたら、その夢の内容とこの写真が何かしらリ
ンクするのではないかと思いましたね。

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員B 13 11 13 11 12 60 ⽗の葬儀の時の写真なのに知らない家の前で撮られている。不思議ですね。⾃
分がいくつくらいの年齢で撮られているかで時期も分かりそうな感じもします
が病は気からといいますから、気にせず負けない様に⽣きて欲しいです。

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員C 13 14 13 13 12 65 まるで命のカウントダウン 。ご先祖さまからの警告でしょうか？どうしても関
連付けてしまうのが⼈間という⽣き物。ノーシーボ効果のようなマイナスの思
い込みがやがて体調にも影響してゆく事例もありますが、是⾮ともどんな夢を
⾒たのかもっと踏み込んで欲しかったです、どうしても失速感が拭えなくモヤ
モヤ感が残り残念。そこに解決策や更なる展開が挑めたはずです。

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員D 12 13 12 16 14 67 ⾒知らぬ家のまで撮った写真がいつからあるのか、スマホに保存されていたの
か、少々分かりづらいのでそこがはっきりしている⽅が不気味さが変わってく
ると思いました。いずれにせよ、存命のお⽗さんの葬儀の写真というのはとて
も気分が悪いものだと思いました。家族なのに、お⽗さんはその写真の存在を
知らないのでしょうか。お⽗さんが⼼配なのであれば、回避する術はないかま
た違う⾓度の夢なのか気になって聞くのが家族なのでは…？と違和感を感じま
した。君は悪いけれど怖さは感じませんでした。

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員E 15 10 10 10 10 55 「⾒知らぬ家の前」で、しかもまだ⽣存している⽗親の葬儀の写真が現物とし
て有るのは不気味ですね。含みを持たせた終わり⽅も上⼿いです。⽗親が⾒て
いる夢と葬儀案内の⽇付の三ヶ⽉後にどうなるのか先が気になるお話でした。

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員F 11 9 11 8 11 50 ⽂⾯で少し⾔い回しがわかりにくい感じがしました。⽂字数の制限もあるから
難しいのかもしれませんが、例えば２⾏⽬のその写真には⾃分が写っている、
は、写っているらしい、と書いてあれば意味がすぐに理解出来るかな、と思い
ました。お⽗様が⾒ている夢とは⼀体どんな夢なのか気になりますね。三ヶ⽉
後に迫る写真の⽇付に実際にお⽗様の葬儀が⾏なわれるような事になってしま
うのか。考えると怖いですね。お⽗様がご無事でありますように。

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員G 15 13 13 10 13 64 写真に纏わる怪談は⾊々ありますが、その中でも珍しく、⾯⽩いお話しだなぁ
と思い読ませて頂きました。国⾒さん⾃⾝のお話しなのか？国⾒さんがこの⽅
に纏わる写真を持っていたのか⁇その辺の描写が私には今⼀つ分かり難く感じ
ました。その後の話は⾯⽩く興味深いので、最初の掴み（説明）が勿体無いと
感じました。内容は予知的な事なのか⁈現在進⾏形の怖さ、不安な部分もあり
⾯⽩いお話しだと思いました。その後のお⽗さんの容態も⼼配ですが、なぜそ
んな写真があるのか…⾊々と考察も楽しめそうなお話でもあると思います。

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員H 10 10 12 5 12 49 葬儀案内看板が映った写真。という不吉なモチーフが使われておりワクワクす
る冒頭でした。この怪談はどこ⽬線でストーリーを進めるべきか悩む作品です
ね。国⾒さんの視点に絞って進⾏するのか、国⾒さんの聞き役として進⾏させ
るのか。読み進める際に「⽗」が国⾒さんの⽗なのか、聞き役の「⽗」なのか
⼀瞬混乱しました。この混乱が回避できれば、より没⼊できる作品になってい
たと思います。

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員I 8 8 9 8 13 46 物語の流れとしては悪くは無いです。限られた⽂字数で上⼿くまとまってはい
ます。が、怪談という意味では全体的に弱い。先ず怖さ、撮った覚えのない写
真に⾃分と⽗親の葬儀の場だと⽰唆する案内の看板、そこからの⽗親の死期が
近いであろう描写、終盤の⽗親が⾒る夢が良くないものであろう事、正直予定
調和という感じが否めません。ですので低評価にしました。冒頭の「国⾒さん
⽈く」、「しかし⼼あたりはないし家族も知らないというが」この部分カット
して⽗親が⽇に⽇に衰弱する様や、⾒る夢の⼀端を読み⼿には明かす展開で怖
さを追及してみても良いかも知れませんね。鋭さ、これも弱い。描写が説明的
になってるのが原因かと。主⼈公にどこか冷静でありながら、⽗親に迫る死に
苦悩する描写あればな、と思いました。新しさ、これも表現しきれてないと感
じます。写真から始まり夢へと繋げる⼿法は悪くはないですが、ありがちで
す。なのでこの評価となりました。ユーモアさも、かなり弱いです。ストー
リーがそもそも間も無く家族を失うであろう話なので、ここにユーモア⼊れる
のは難しいとは思います。趣旨が変わる危険性はありますが、当の⽗親が夢を
繰り返し⾒ること、死期が近いかも知れないことを、俯瞰的にある意味楽観的
に捉えて過ごしている描写もありかもです。意外さ、これは⽬に⾒える怪異は
描かずに、謎の写真と内容が明かされないままの夢で、終始怪異を描く事に徹
している点で、⾼評価となっています。

515 「⽗の葬儀」 影絵草⼦ ⼀般審査員J 18 18 19 13 19 87 怖さ：不吉な未来の写真と思われる話で、実⽗がその写真の⽇付に近づくにつ
れて弱っていくということ実⽗の夢とどのように関係しているのか気になる怖
さがとても良かった。
鋭さ：写真と実⽗の状況が読者にわかりやすくとても良かった。
新しさ：写真を使った話で不幸な未来をつなげた話は、初めて聞いた。
ユーモアさ：写真を中⼼にしたストーリーに実⽗の不吉な夢と状況がつながる
ところが良かった。
意外さ：実⽗の夢がとても気になった。

合計 126 116 124 108 128 602
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員Ａ 15 12 10 10 12 59 ⼼霊スポットあるあるの話ですな。主⼈公たちを追いかけてくる謎の存在。そ
の存在はガラスを踏みしめる⾳を出したが、後⽇調べたらガラスの破⽚なんて
落ちていなかった。場の記憶かどうかは分からないけど、THE怪談ですね。

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員B 13 10 10 11 13 57 ⼊った時に⼊⼝のガラスは確認しなかったんですかね。後ガラスの破⽚も⾃分
たちが歩いたりしていたら無いのにも気がつくだろうし、なにかと⽭盾してい
るので⾃分で話を読み返す作業も必要ですよ。

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員C 12 13 13 12 14 64 その時は全く気付かずに後で知ってゾクッという経験は皆さん⼤なり⼩なりは
あるはず。うーん少し突っ込んだ話になりますが、その時は扉もガラスもあっ
て後に危険と判断したそこの⼟地の所有者等が撤去した可能性もゼロでは無い
ですね。シチュエーションがシチュエーションなので、⽬に映るもの⽿にする
もの全てが恐怖の対象に⾒えてしまったなんて事もあります。もっとぶっ⾶ん
で派⼿な演出表現が欲しかったです。リアルに寄り添い過ぎると印象が薄い怪
談で終わってしまのが少し残念です。

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員D 15 12 14 16 12 69 扉がない病院？どういう状態なのでしょうか。あるはずのないガラスに⾃分た
ちが映っていた、という怪異なら理解できますが扉がない、というのはいくら
荒らされた廃墟であっても不⾃然です。読み終わってからそれで…？となって
しまい、何度読み直してもよく分からない、というのが正直な感想です。

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員E 15 5 15 5 10 50 「建物の近づく」は「建物に近づく」ですね。誤字が勿体ないです。「⼈がい
ない？」は読み違えてしまいました。「⼈がいる？」の⽅が分かり易いと思い
ます。後⽇YouTubeで調べて⾃分たちが⾏った時と違うと分かる恐怖。この流
れは新しいと思いました。最後の⼀⽂も回りくどい⾔い回しで分かり難かった
ので、全体的にすっきりした⽂章にすると加点出来たと思います。

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員F 11 9 10 9 10 49 まず、誤字が気になってしまいました。懐中電灯も待たず、は、持たず、そし
て、建物の近づく、は建物に、ですね。投稿される前に再度確認を。お話とし
ては、よくある⼼霊スポットに友⼈達と⾏くパターンですが、懐中電灯を持た
ずに⾏くのはなかなか勇気が要りますね。建物の中からガラスを踏みしめ近づ
く者の気配を感じるのも想像すると怖い。結局、〇〇病院には⼊り⼝にガラス
も扉もなく、ガラスの破⽚なんて落ちていなかった、のが真実だったなら、
〝僕ら〟は⼀体何処へ⾏っていたのでしょうか。不思議ですね。

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員G 18 15 13 10 18 74 廃墟はもう有無を⾔わさず怖い場所ですから…もう何が起きても仕⽅ないです
もんね。読み進めて⾏った時は怖さの点では弱いなぁ。とか、まぁよくある感
じの体験か？と思いながら読んでいたのですが、末⽂で“え⁈”となり、良い意
味で裏切られ⼀気に怖さが増したお話しでしたので、怖さと意外性の点を⾼評
価とさせて頂きました。本当に最後“そーか来たか！”と！体験者はもちろんめ
ちゃくちゃ怖かったと思いますが、こんな⾔い⽅もあれですけど、怪談話のオ
チとしては秀逸だったと思います。

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員H 8 8 10 15 15 56 どこに⾏ってきたの！？！良い塩梅のちゃぶ台返しが素晴らしいです。思いつ
きで⾏ったと思われる⼼霊スポットで違和感を感じながらも⼊った投稿者さん
と友⼈。その先で遭遇した「何か」がこのお話の怖い軸かと思いきや、そもそ
もガラスも無い場所だった事が判明し、過去に事件があって当時にタイムス
リップしたのかな？と考察できました。怖さの深度は浅いですが、不思議要素
が⼊って、とても魅⼒的な内容になっていると思います。

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員I 8 8 10 8 10 44 始まりからラストまでの流れが⾃然で読みやすかったです。題材も悪くは無い
と思います。ただ、舞台を病院にしなくても良かったのでは？と感じました。
物語の構成上、必要性を感じません。怖さ、正直な所だいぶ薄いです。徐々に
⾜⾳が近づいてくるところから結末にかけての表現が、何と⾔うか⼆段階の仕
かけとして上⼿くいってない気がします。「他の⼈の体験が気になりYouTube
で○○病院について調べてみた。」のでは無く、主⼈公⾃⾝が再度病院に赴い
て、真相に気づく展開の⽅が怖さが出たのではないかと思います。鋭さもあま
り感じられません。全体的に描写が淡⽩で、淡々と語られている印象を受けま
す。もっと怪異に出くわすまでの表現に、登場⼈物達をジリジリと追い詰めて
いく冷淡さが欲しい所です。新しさ、これはガラスが怪異の要になっている点
では感じられるんですが、ラストでまさかの結末が待っていた、ここが却って
マイナス要素になってしまっていると感じました。ちょっとありがちなパター
ンだなぁ。。という感想です。ですので、中間点となりました。主⼈公だけは最
初から気付いていたというラストでも良かったかも知れません。ユーモアさ、
ここもあまり感じられませんでした。先程と重複しますがやはり⽂章が淡々と
しすぎです。友⼈にクセ強キャラの⼈がいる設定にしてみるのも⼿かと。意外
さ、ここも評価迷いました。キーポイントがガラスという点での意外さはある
のですが、上⼿く使いこなせて無いと感じます。「ガラスを踏みしめてこちら
に近づいてくる。」この⼀⽂を省いても良かった気がします。ここで強調される
事でラストののインパクトが損なわれている印象です。という訳で中間点とし
ています。

528 近づいてきた何か ろくすけ ⼀般審査員J 16 15 13 12 18 74 怖さ：⼼霊スポットでの体験が⾃分が体験したことと違っていたことと体験し
たことの⼆重の怖さがあった。
鋭さ：⾃分が体験したことの情景が想像しやすく良かった。
新しさ：Youtubeで確認したことと実体験が異なるというところが新しい。
ユーモアさ：Youtubeでの確認したあとどうなったのかが⾮常に気になるユー
モアさが良かった。
意外さ：結局、主⼈公が体験したことは何だったのかが深まったところが良
かった。

合計 131 107 118 108 132 596
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508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員Ａ 13 12 10 13 13 61 結婚間近のサーフィン仲間と⼀緒に海に⾏ったら彼⼥が亡くなった。そして、
連れの男と疎遠になった後、しばらくしたらその男性も海で亡くなった。同じ
海で亡くなったってことは呼ばれていたのかなって思ってしまいますね。そし
て、筆者は⼟座衛⾨を⾒てしまったんですか。トラウマにならなければいいけ
ど

508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員B 13 13 12 10 13 61 ⽔死体をみて凄い冷静にあんなに膨らむんだなと⾔ってる、あなたが1番怖い
ですよ。しかも婚約していたツレが2⼈とも⽴て続けに亡くなったらめちゃめ
ちゃへこむでしょ。

508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員C 11 12 12 11 11 57 淡々と⽇常を綴ったような⽂体と⾮⽇常の交差。つい昨⽇まで元気に会話まで
していた⼈が悲惨な姿で発⾒される 嗚呼...この世はなんと無常なのか ⾃然現象
の怖さを伝えた警告 もっとオチの味付けは濃くてく毒々しいくらい形容して欲
しいですね余りに薄味で淡⽩過ぎました。個性が感じられない無個性な⽂章。
残念もっとパンチが欲しいです。

508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員D 15 12 13 12 15 67 ショートにも関わらず話のテンポがあまり良くないように感じました。内容が
なかなか頭に⼊って来なくて読み直しながら最後まで読み終わりました。実際
の⽔死体を⾒つけてしまった、ということでしょうか。彼⼥が亡くなって、後
を追うように彼も亡くなった、というわけでもなく、たまたま⼆⼈とも海で命
を落としたということなのでしょうか。散⽂のような書き⽅で正直何を怖いと
思わせたいのか分かりませんでした。

508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員E 5 5 5 5 5 25 男性の海での姿を想像してしまいました。怖いとか気味が悪いより、気持ちが
悪いお話でした。ごめんなさい。個⼈的に苦⼿なお話でした。

508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員F 10 10 9 8 8 45 波乗り、所謂サーフィンをされる⽅の事故死というのは結構多いんだろうか…
。私はサーフィンは出来ないし、出来る⽅はただただ凄いな、と思うけれど。
⽔死された⽅のご遺体は膨らんで⾵船のようになる、というのはよく聞きます
が、実際に⾒た事はない。きっと、想像以上なのでしょうね。⾃分が⽔死され
たご遺体を⾒つけてしまったら、きっと怖さはこんなものじゃないんでしょう
ね。

508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員G 18 15 15 10 14 72 怖い…けど切ない…読み終えた後になんとも⾔えない気持ちにさせられまし
た。結局“彼⼥に引っ張られた”という事なんですよね…⽂章の構成は断⽚的な
表現なんですが、それがまた味を増し、⾊々と情景等を想像しながら読む事が
できました。怖さの点を⾼評価としたのは、ただ怖いだけでは無く読み終えた
後味、切なさ…そんな⾊々な感情を揺さぶられたから。でも男の⼈も同じ死に
⽅っていうのがなんとも悲しいですし怖いですね。この2⼈、あの世で幸せに
なってもらいたいです。

508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員H 15 10 5 5 10 45 想像したくない物を想像させれてしまう、上⼿い怪談になっていると思いま
す。悲しい事故だったとはいえ、気持ち悪いものをサラりと冷静に記述されて
いるので主⼈公への気持ち悪さも感じれました。幸せな⼆⼈が悲しい結末にな
る温度差の激しさがとても良い演出になっていると思いました。

508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員I 13 12 10 7 10 52 怪談でありながら幽霊そのものは登場しない、中々に攻めた作品です。ただ趣
味仲間のカップルが何故か同じ海で⽴て続けに亡くなるという怪異とも偶然と
も取れる不気味さで物語が成⽴しています。怖さは⼗分あると思います。⽔○体
を⽩い⼤きな⾵船として登場させ最後の⼀⽂で種明かしする場⾯は、⼼底ゾっ
としました。鋭さも、主⼈公の⼼理描写を省いて事象を淡々と描く事で表現出
来ていると思いました。新しさはやや弱いですね。序盤で、趣味仲間のカップ
ルがいたという表現が出た時点で彼らのたどる結末が予測出来てしまう為で
す。ただ主⼈公海で「ソレ」を⾒つけた時の描写や、結びの⼀⽂で読み⼿に衝
撃を与える表現は評価出来るので中間点としています。で、ユーモアさです
が、ここが⼀番感じられなかったので低評価となりました。何故か？全体を通
して粛々とストーリーが進む為です。序盤でカップルとの会話や、主⼈公の性
格が分かる表現があっても良い気がします。「⽩い⼤きな⾵船」という表現に
はユーモアを感じましたが。そして意外さ、これもやはりやや弱い。なんと
⾔っても結末が予測できる点が残念です。とは⾔え、幽霊を出さずに怪異を描
いている点での意外性はあるので中間点としました。

508 サーフィン 川沿いのマスター ⼀般審査員J 16 16 15 12 18 77 怖さ：共通の趣味があるカップルのうち、⼥性がなくなったことから始まり、
男性側と再開したのがまさかなくなった状況だったとはと思わせ、終わりに主
⼈公の遺体に対する感想が怖さを喜和⽥させた。
鋭さ：主⼈公とカップルとの関係性がとてもわかり易く再開したときの怖い状
況まで、読者に想像させやすい話だった。
新しさ：主⼈公の情景がよくわかり、終わりの主⼈公の感想に対して、読者に
怖さを感じさせる形だった。
ユーモアさ：主⼈公の最後の感想がブラックユーモアとなっていて、怖かっ
た。
意外さ：⼥性をなくした男性はなぜ、同じところに⾏ったのか⾮常に気になっ
た。

合計 129 117 106 93 117 562


